
【先輩農家の意見を聞く】 

郡上農林事務所の普及活動状況 令和３年 10 月 28 日現在 
 

 

■農業経営 収入保険の加入促進に向けて検討会開催 

 10 月 20 日、第４回郡上営農連絡会議を開催し、定例の営農に関する

情報共有や意見交換に加え、郡上市が９月の補正予算にて新たに収入

保険の加入者に対する補助金を創設したことから、加入状況や推進策

の検討を行った。 

収入保険は、農作物への被害だけでなく幅広く農業経営のリスクに

対応した新たな制度で、これまで岐阜県やＪＡめぐみのも制度周知や

助成金などで加入を促してきた。 

保険の申請を受ける農業共済組合からは、野菜や果樹農家など幅広

く加入が進んでいるものの、各機関の助成制度等を活用し、さらに加

入を勧めたいとの報告があった。 

農業普及課では、農業経営のリスク軽減に向け、制度の周知に加えて災害に備える技術情報の提

供など農家への支援を行う。 
 

 

■新規就農 就農相談に伴う現地見学の実施  

 10 月 18、19 日、就農にあたり郡上市の農業を見たいとの相談があ

り、郡上市役所やＪＡめぐみのとともに現地見学を実施した。 

18 日には、市内に転居してきた方から、実家が所有する農地を活

用して就農したいとの相談に対し、露地野菜での研修生受入れを行

っている「あすなろ農業塾長」を訪問し、ほ場見学や経営概況を説

明した。 

19 日には、岐阜県での就農を希望する方が、各地の夏秋トマト産

地をいくつか視察する中で、「郡上トマトの学校」に体験入校した。

当日は、施設における研修開始から就農までの一貫した支援体制な

どを説明した後、実際に収穫作業も体験した。 

農業普及課では、関係機関と連携し、就農に際してどのような研修が適しているか、本人を交

えて引き続き相談活動を行う。 
 

 

■夏秋トマト 就農研修生が夏秋トマト部会員と意見交換 

 10月18日、郡上トマトの学校では、就農研修生が実践的な夏秋トマ

ト経営を勉強する機会として、技術力が高く経営規模の大きな市内の

夏秋トマト部会員との意見交換会を開催した。 

 同校では、トマトの定植後と収穫後半の２回このような場を設けて

おり、研修生が実際の生産者との交流を行うことで、研修施設では学

べない実践的な農業経営を知る機会としている。 

 農業普及課では、開催にあたり研修生が目標とする規模に近い部会

員の選定や、質問のポイントなど研修生へアドバイスを行った。 

今後も、現場での作業の手法を学ぶだけでなく、新規就農者が産地

に受入れられるよう様々な交流の場を設けていく。 

今月の重点活動 

ぎふ農業・農村を支える人材育成   

ぎふ農畜水産物のブランド展開 

【体験・説明を受ける相談者】 

【収入保険の推進策を検討】 



【おいしい米づくり講習会】 

 

■トルコギキョウ 次年度に向けた品種検討会を実施 

 ひるがのフラワーサークルでは、６戸の組合員が高鷲地域の冷涼な

気候を生かしたトルコギキョウ栽培に取り組んでいる。 

10 月 8 日には、今年度の栽培の概況を振り返り、次年度の作付品種

を検討するための品種検討会を開催した。 

農業普及課から今年度実施した試験品種の調査データについて説明

した後、試験を担当した農家からの意見や出荷状況なども踏まえて情

報交換を行った。結果、次年度の有望品種を選定し、各農家の作付計

画について確認した。 

農業普及課では、引き続き有望な新品種に関する情報を提供し、近

年の気象変化にも対応した安定的な栽培出荷を目指す。 
 

 

■夏だいこん ぎふ清流ＧＡＰ評価制度への取組み 

「ひるがの高原だいこん生産出荷組合」では、これまで「岐阜県ＧＡ

Ｐ確認制度」に基づいた取り組みを行ってきたが、制度変更に合わせて

「ぎふ清流ＧＡＰ評価制度」への切替えを進めている。 

切替えに際して、農業普及課では、これまでの管理項目で不足する部

分を把握するための現状確認を行った。 

その結果、生産、出荷、労働安全などいくつかの場面で記録が不足し

ていることが判明し、これらの不足する項目を記録・確認が出来るよう

様式の作成などを提案した。 

当課では、農家が速やかに「ぎふ清流ＧＡＰ評価制度」への移行でき

るよう、引き続き取組みを支援する。 

 

■水稲 明宝気良おいしい米づくり講習会開催 

10月12日、明宝気良ブランド米づくり研究会の米づくり講習会が、

郡上市明宝の「するすみの家」で開催された。 

はじめに農業普及課から、研究会が実施した生育調査のデータをも

とに分析した作柄状況や、栽培のポイントを説明した。続いて、郡上

市の農業アドバイザーが、会員から栽培方法や生育状況を聞き取り、

おいしいお米づくりの課題についてアドバイスを行った。 

研究会員のほ場は、いずれも山間にある小規模な水田だが、「郡上お

ししい米コンテスト」に全員が参加するほど熱心で、おいしい米づく

りを目指して研修会や情報交換を開催している。 

農業普及課では、今後もこのような活動を通して、中山間地域の農

業を支援していく。 
 

安心で身近な「ぎふの食」づくり 

中山間地域を守り育てる対策  

【品種検討会の様子】 

【農家へ現状を聞取り調査】 


